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学生 調 査 日 自宅通学生 下宿・自炊生
昭和48年 名 名 名 名
1 年
平日 5 月25 日（ 金水） 
6 13日） j~ 、J ト85 23 ¥ 38 15 
休日 5月27日 41 19 
平日 11月13日（火） 22】ト46 1i ¥ 23 2 年 11月15日（木） 24 








































平 日 休 日
A自宅通学生 B下宿 ・自炊生 C 寮 生 A自宅通学生 B下宿・自炊生 c 寮 生
項 目 N ~ 85 N ~ 38 N = 45 N = 41 N = 19 N = 16 
M S. D M s.o M S .D M s .o M s.o M S.D 
時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分
睡眠 7.48乙ピ込 1.24 7.59乙,L',,1.18 7.39 1.40 9.26 1.52 9.30 1.44 8.26 1.34 
生理 2.01 .42 1.55 .38 2.10 .32 2.09 .50 2.08 .40 1.52 25 
勉学 ※、9※.53※LL-,. 2.10 8.42ムム1.59 7.48乙ピ斗 1.45 1.32 1.07 1.32 1.09 1.51 1.18 
家事 ※※.37※ LL-,. . 32 1.26 l.03 1.03 .44 ※2※ .48 2.28 l.47 1.05 l.29 l.04 
社文会化的 ※3※.26※ 乙心l.45 3.39乙ぷ込2.00 5.20乙ピ＞2.05※1※3※ 8 2.58 9.03 1.59 10.22 2.03 
収入 .15 1.09 .18 1.02 。 .06 .27 l.59 。 06 。 .06 
※ Pく 0.01 ( AB C閲F検） ムムP《0.01（平日，休日間t検）
※※※ P <.0. 005 ( II ) 
平日の睡眠は B>A>Cで 7時間台で大差はない。生理はA, B, C共lζ約 2時間であ
る。勉学は 7時聞から 9時間台でA>B>C，各 1時間位の差がある（ 0.5 担杉有意）。家事
はB>C>Aで0.5%有意の差が認められる。社会的文化的はC>B>Aで0.5必有意差で，
勉学時間と丁度逆の関係にとZっている。収入はA, Bで少しみられ， Cでは 0である。
休日では，睡眠は B>A>Cと平日と同じ闘係であるが， A, Bで約 1時間40分（ 1 % 
有意） ' cで約50分も長くほっている。生理は平日とほぼ同様である。勉学は C>B=A
で平日に比較すると大巾に減少（ 1 %有意）する。休日の勉学はすべて自学自習時間とみ
ることができる。家事はA>B>Cで 1%の有意差がある。平日より Aでは 2時間， B,
Cでは20分増加している。社会的文化的は C>B>Aで差が大である（ 0.5%有意）。長さ































平 日 休 日
項目 A自宅通学生 B下宿・自炊生 C 寮生 A自宅通学生 B下宿・自炊生 C 寮 生N = 46 N = 23 N = 21 N = 33 N = 17 N = 11 
M S.D M S .D M S .D M S .D M S.D M S.D 
時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分
睡眠 7. 34 6t.三 1.42 8.12と乙込 1.17 7.37 1.34 8.48 1.35 9.41 1.29 8.39 1.12 
生理 2.03 .42 2.05 .36 2.18 .59 2.15 .39 l.40 .35 1.57 .33 
※※※ 
勉学 10.34乙メ込2.15 7.24乙心2.22 7.33乙ピ斗2.22 2.02 1.43 2.02 1.18 1.42 1.40 
※※※ ※※※ 
家事 .28 乙心 .26 1.33 6Lミ1.04 0.48 .46 1.21 1.06 2.37 1.31 .56 .51 
社文会的
※※※ ※、
化的 3.15 乙メ斗 1.33 4.32乙ピ込2.43 5.44 乙ピミ2.10 8.26 2.51 7.26 2.51 10.46 2.11 
収入 .06 6 .38 .14 1.06 。 。1.08 3.10 34 2.15 。 。
※ P< 0.05 (AB C関F検） ム Pく 0.05（平日，休日間 t検）
※※※P< 0.005 ( 11 ) ムム Pι0.01( II ) 
平日の睡眠は B>C>Aで1年とほぼ同様である。生理は三者ほとんど変ら芯い。勉学




生理は三者間であまり変ら芯い。勉学はA, B, C共に約 2時間で平日より大巾に減少す
る（ 1 %有意）。家事は B>A> C (0.5%有意差）でA, Bでは平日より約 1時間も増加
する（ 1 %有意）が， Cでは10分位の増加でしかない。社会的文化的は C>A>Bで平日


























































図 6 1 ・2年の割合の比較 （休日）休日について同様に比較したも
のが図 6である。陣眠は 1年 B= 雪6





学は2年 B> 2年A> 2年 C= l 3 0 
年 C> I年A= l年Bで 2年の万
がやや高L、。家事は1年A> 2年 20 







一一－ , 下宿・ 自炊生
一一 一 － , 寮 生
一←ー ← 2年 自宅通学生
ー~』 ,, 下宿 ・自炊生






















1年の平日では， Aは6時から 7時59分l乙起床する者が92%,Bは7時から 8時59分が
76%, Cは6時から 6時59分が98%とピークを示す。寮生の数値は平日起床時聞が 6時30
分規則になっているため比較する乙とはできたいが、 A, B聞では 7時から 7時59分で5











平 白 休 日 平 日
自宅 下自炊生宿 寮生 通自学宅生 下自炊生宿 寮生 通自学生宅 下自炊宿生 寮 生通学生
34(40.0) 7( 18.4) 44(97 8) 3(7 3) 1(53) 3(18.7) 14(30.4) 2(9.5) 
淫－
4※4（※ 5) 7) ）：込5( 395) 0(0) 8(19 5) 3(15.8) 12(750) 
※ 
23(50.0) 5(216) 19(905) 
5(59) 盟包6.9) I (2 2) 21(512) 8(42.1) 1(63) 6(13.J) 11(48.7) 
2(2.4) 1(26) 4(98) 7(368) 2(43) 5(21.6) 
1(26) 2(4.9) 1(22) 1(4.3) 
3(7.3) 1( 4 3) 
85 38 
c\ ~o o) 
41 19 16 46 23 21 
(JOO O) IC JOO O) (100 O) ( 100. 0) (100 0) (100 O) ( 100. O) (JOO. O) 
※ Pく 0.05（平日休日間 t検） 6 Pく 005（自宅下宿閲 t検）




通自学宅生 E炊霊 寮 生
3(9.1) 
3(9.l) 3( 17.7) 1(1000) 
16(48.5) 3( 17 7) 
7(21.2) 7( 412) 
4( 12.1) 2( 11.7) 
2(1) 7) 
33 17 II 
(100.0) ( 100. 0) (100. 0) 
休日ではAで8時から8時59分が51%でピーク，次が 7時から 7時59分の 19.5%である。
Bでは 8時から 8時59分が42%で高く，次が9時から 9時59分の 36.8%である。 Cは7時
から 7時59分が75%とピークを示す。
平日と休日間で有意の差が認められたのは， Aの7時から 7時59分C5%), 8時から
8時59分 （ 1 % ）である。
2年の平日では， Aは7時から 7時59分が50%，次が 6時から 6時59分の 30.4%である。
Bは8時から 8時59分が49%でピーク， Cは7時から 7時59分が90%でピークを示す。 c
は9月に時間改正があり，平日は 7時l乙，休日は 7時30分lと変更されたため 1年とのズレ
が生じているのである。
休日では， Aは 8時から 8時59分の49%, Bは 9時から 9時59分の41%がピークで， C
は全員が 7時から 7時59分に起床している。Aの 7時から 7時59分の平日と休日聞に 5%




1年の平日ではA, B, C共に23時から23時59分lと就寝する者が最も多 く， 次が24時か
ら24時59分となっている。Aはピーク時より早い時聞に多く分布し， Bでは遅い時聞に分





I 年 2 年
時 間 平 日 休 日 平 日 休 日
通自学生宅 下自炊生宿 寮生 通自学生宅 下自炊宿生 寮生
自宅 下自炊宿生 寮生 通自学宅生 下自炊宿生 寮生通学生
時分時．分
18.00-18 59 1 (2.6) 
19.0（｝ー19.59 I ( 1.2) I (2 2) 
20.00 20.59 2 ( 2.4) I (2.4) I (2.2) 
21.00-21.59 4 ( 4.7) 1 (2.2) 6(14.6) I (5.3) 3 ( 6 5) I ( 4 3) 1 (3.1) 
22.00-22.59 20(23.5) 3 (7.9) 4 (8.9) 9(220) 2( 105) 3(18.6) 6(13 I) I (4.3) 4(19.0〕 7(212〕3(17.7) 
23.00-23.59 27(31.7) 6(42.1) It7(37.8) r6( 39.o) 10(52.6) 9( 563) 14(30.4) 5( 218) 4( 19.0) 8(24.2) 7(41.2) 6(54.5) 
24.00-24.59 22(25.9) 2(31.6) 5(33.4) 5( 122) 4(21J) 2(12 5) 14〔30.4) 7(30.5) 5(23.8) 10(30.3) 3(17.6) I (9.1) 
1.00-1.59 7 (8. 2) 5 (13.2) 6(13.3) 4 (9.8) 2( ]05) 1 (6.3) 4 (8.7) 7(30.5) 6〔28.6〕 7(212) 3(176) 4(364) 
2.00-2.59 2 (2.4) I (2.2) 4 (87) I (4.8) 1 (5.9) 
3.0←3.59 1 (2.6) I (6.3) I (4.3) 
4.()()-4.59 I (4.8) 
5.00-5.59 1 (4 3) I 
計 85 38 45 41 19 16 46 23 21 33 17 cno.o) (100.0) (100.0) ( 100.0) (100.0) (100.0) ( 100.0) ( 100.0) (100.0) (1000) (100.0〕 (100.0) 
2年の平日では， Aは23時から23時59分， 24時から 24時59分がL、ずれも 30.4%でピー ク，
B は24時から24時59分， 1時から 1時59分がいずれも 30.5%でピークを示す。 Cは 1時か
ら1時59分が28.6%で高く，次が24時から 24時59分である。 1年よ りやや遅くなる傾向が
みられる。
休日では， Aは24時から24時59分， Bは23時から23時59分がピークを示す。 Cは23時か







長くしていることが認められる。授業は A, B, C共lζ約4時間30分である，雑談・休憩







平 日 休 日
A 自 宅生B 下宿・C 寮生 A 自 生宅 B 下宿炊・C 寮 生
項 目 通学 自炊生 通学 自生
N-85 N-38 N-45 N-41 N-19 N-16 
M S.D M S D M S.D M S.D M S.D M S.D 
時．分 時．分 時．分時．分 時．分時．分 時分 時．分 時分 時．分 時．分時．分
※※※ 
通 学 2.40 50 I. 14 48 .17 11 。 。 。 。 。 。
授 業 4.32 I.! I 4. 41 I. 13 4.37 1.30 。 。 。 。 。 。
※※ 
雑談・休憩 58 .47 I. 02 50 . 21 31 。 。 。 。 。 。
※※ 
自 習 1.12 1.00 I. 24 I. 09 2.01 1.18 1.22 1.08 J.26 1.21 I. 39 1.22 










｛平日） I I （休日〉




なっているが， Bでは 1年より 20分減少している。授業時聞は 3時間40分前後でA,B, 
Cの差は少なし、。雑談・休憩は A> B>Cで0.5%の有意差がある。1年よりいずれも減少
しているが， これは授業時聞が 1年 より短かいためと考えられる。自習は C>A>Bで 1
年より 1時間前後長くなっている。
休日では，自習時聞は B>A>Cであるが差は少ない。 1年と比較して， 2年の万がA,
B, Cいずれも長く なっている。
表7 2年の勉学時間平均値と標準偏差
平 日 休 日
A 自 生宅 B 下自炊宿生・C 寮生 A 自 宅生B 下宿炊・C 寮 生項 日 通学 通学 自 生
N-46 N-23 N-21 C -33 N-17 N-11 
M S.D M S D M S.D M S.D M S.D M S.D 
時．分時分 時．分時．分 時．分時．分 時分時．分 時．分 時分 時．分時．分
※※※ 
通 学 3.00 52 .52 46 16 13 。 。 。 。 。 。
授 業 3.45 .45 3.35 I. 23 3.56 43 。 。 。 。 。 。
※量軽量高
雑談・休憩 47 41 24 39 14 26 。 。 。 。 。 。
自 習 2.27 1.42 2.15 1.27 2. 38 1.23 I. 56 1.40 1.58 1.19 1.41 I. 37 
その他 35 30 .18 14 29 35 .06 .08 04 .06 01 04 















A 自宅 B 下自炊宿生・ C 寮生 A 通自学生宅項 自 通学生
N-85 N-38 N-45 N-41 
M S.D M S.D M S.D M S.D 
時分時．分 時．分時．分 時．分 時．分
※※※ 
雑談・休憩 22 25 58 I. 08 3. 00 I. 52 
テレビ・ ※※ 
ラジオ 26 1.06 50 I. 12 05 17 
読書・新聞 22 42 38 46 39 _43 
父 際 05 05 15 I. 01 。。
ショッピンゲ 17 35 14 42 08 . 34
その他 54 1.22 44 54 I. 28 2.13 
※※ Fく0.01 ( AB C閲F検）
※※※ Fく0.005 ( ) 
時．分時分
※※※ 
I. 07 1.05 
※※※ 










2.18 I. "51 
I. 26 1.16 
32 57 
34 I. 45 







4. 09 2. 02 
23 . 24 
45 46 
02 . 07 





3 2 1 
｛平日）











Cで差が大 （0. 5 %有意 ）で，いずれも平日より長くなっている。読書・新聞は C>A>
Bで平日より長いのはAとCである。交際はBで平日よりやや長くなる。ショッピングは





A 自宅 B 下宿・ C 寮生 A 自 宅生 B 下宿・
項 目 通学生 自炊生 通学 自炊生
N-46 N-23 N-21 N-33 N-17 
M S.D M S.D M S. D M S.D M iS. D 
時分時ー分 時．分時．分 時．分時．分 時．分時．分 時．分 時．分
※※※ ※※ 
雑談休憩 36 .49 1.14 I. 04 2.32 I. 19 I. 02 51 1.46 1.38 
テレピ ※※※ ※※※ 
ラジオ I. 53 1.12 I. 45 I. 49 37 51 3.17 I. 37 2.27 1.45 
※ 
読書・新聞 17 .27 26 40 43 41 45 54 52 .54 
父 際 。。01 06 06 26 20 1.04 .os .32 
ンョッぜンゲ 08 .22 28 I. 25 46 L 27 I. 08 I. 51 1.12 2.20 
習量 ※※※ 
その他 21 34 38 I. 07 I. 00 I. 16 1.54 2.26 1.01 1.56 
※ Pく O05 ( AB C問F検）
※※ Pく0.Ql ( H ) 




M , S.D 
時．分時．分















2年の社会的文化的時聞の分析を表 9および図 10 iζ示す。
平日では雑談・休憩がC>B>Aで0.5 予ぢの高い有意差が認められる。 Cは1年同様に
非常lζ長L、。テレビ・ラ ジオはA>B>Cで 1年よりいずれも増加している。乙れはテレ
ビやラジオの所有者が 1年より 2年の万l乙多くなるためで， Bの増加が大きいのはその傾
向がBI乙強く現われているためと考えられる。読書・新聞はC>B>Aで5%の有意差が
ある。 Cは1年と同様であるが， A, Bでは 1年より減少している。交際は非常に少ない。
ショッピングは C>B>Aで 5タ多の有意差が認められる。 Cは 1年より非常に増加してい
る。
休日では雑談・休憩はC>B>A(1%有意）で，平均値は 1年より減少している。テ
レビ・ラジオはA>B>Cの関係で 0.5 %の高い有意差が認められる。平日同様に 1年よ
りBは増加が大である。読書 ・新聞は B=C>Aで 1年よりやや増加している。ショ ッピ








睡眠と社会的文化的時聞が各40%を占め， 残 りを勉学， 生理，家事，収入時聞が占めてい




＠ 睡眠時間， 生理時聞は自宅通学生，下宿・自炊生， 寮生の三者lζ大きな差はとfい。
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